



























学 年 出 版 社 年度 教材数
小学校 低学午 大阪書籍,学校図書,教育出版, 平成 65
東京書籍,光村図書 8年
高学午 同 上 / 73





























(資料 2) 共通 して使用 していた会社の数
と教書オ数の別による整理の結果
這㌍ 1 2 3-6 7-14 15- 計
1 925 74 3 1002(69)
2 164 61 225(1)
3 / 119 5 124( 8)
4 / / 37 31 2 70( 5)
5 4 50 20 74( 5)
計 925 238 224 86 22 1495
1に当る7教材以上の語になると,全体の 1割にも満たない128語にとどまっている｡





(資料 3) 低学年における共通使用度の別 (資料 4) 高学年における共通使用度の別
による整理の結果 による整理の結果
謡竺 1 2 3-6 7-14 15一 計
1 250 6 256(69)
2 60 16 76(21)
3 / 23 23( 6)
4 // 3 5 8( 2)
5 2 3 1 6( 2)
計 250 66 44 8 1 369
謡竺 1 2 3-6 7-14 15- 計
1 862 42 5 909(68)
2 167 57 224(16)
3 / 95 3 98( 7)
4 / / 35 30 1 66( 5)
5 3 33 16 52( 4)


















たのが資料 5である｡低学年では,Aの段階の語が最 も多いものの,全体の 4割ほど
(資料 5) 各学習段階の語の各学年における数の割合と
学年間の推移
学習段階学校.学年 A B C D E 計
小学校 低学年 158 116 10 42 43 369
( 43)( 32)( 3)( ll ) ( ll)(100)
く 1) く 1) ( 1) ( 1) ( 1) ( 1)
高学年 213 495 212 195 233 1349( 6)( 37)( 6)( 1)( 17)(100)
(1.3) く4.3) (21.2) (4.7) (5.4) (3.7)
全 体 265 535 215 218 262 1495
( 18)( 36)( 14)( 15)( 18)( 100)
中学校 293 776 642 400 637 2748( ll ) ( 28)( 23)( 15)( 23) (100)
で,Bの段階の語がこの時期既に3割以上を占めていることが判る｡高学年では,最
も多いBの段階の語が4割以上を占め,残 りを他の4つの段階の語がほぼ等 しく分け
合 うかたちとなっている｡ A段階の語が占める割合は,高学年で半減 した後,中学校
でも減少 している｡ B段階の語の占める割合は,高学年をピークとする山がたのカー
ブを描 くかたちとなっている｡ これに対 しC,E段階の語は,低学年から中学校 にか
けて,右上 りのカーブで,連続的に全体に占める割合を増加させている｡
(2) 初出の時期
資料 6は,各学習段階に属する語の初出の時期について整理 したものである｡ Aの
段階の語については,低学年の時期において初出が認められたものは,全体の 6割に
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(資料 6) 各学習段階の語の初出の学年による整理の結果
学習投降学年 A B C D E 計
低学年のみ 51 39 3 23 30 147
( 19)( 7 ) ( 1) ( ll) ( 10)
低学年,高 108 77 7 18 13 222
学年ともに ( 41 ) ( 14)( 3)( 8) ( 15)
高学年のみ 106 419 205 177 219 1126
( 40)( 78)( 95)( 81) ( 75)
計 265 535 215 218 262 1495
( 100)( 100)( 100)( 100) (100)














学習段階学校.学年 A B C D E 計
小学校 低学年 A社 53 32 3 12 ll 111
( 34)( 28)( 30)( 29) ( 30)
B社 41 21 2 6 4 74
( 26)( 18)( 20)( 14) ( 20)
高学午 A社 100 228 79 63 93 563
( 47)( 46)( 37)( 32) ( 42)
B 81 130 31 3 3 308
( 38)( 26)( 15)( 17) ( 23)
全体 A社 125 247 82 71 104 629
( 47)( 46)( 38)( 33) ( 42)
B 02 15 3 38. 36 353
( 38)( 27)( 15)( 17) ( 24)
中学校 A社 137 332 232 167 205 1073
( 43)( 43)( 36)( 42) ( 39)
B 04 24 126 99 93 656




一部の ｢3 相の類｣の語を除き,ほとんどのものは ｢1 体の類｣に属するものであっ
た｡
(1) 各中分類項 目ごとの見出し語の数
｢1 体の類｣に属する1464語を5つの中分類項 目の別で整理 したのが資料 8であ
る｡参考として,中学校における場合もつけ加えた｡｢1.1 抽象的関係｣ に属するも
のが,低学年から中学校に渡 り,常に変らず最 も多 くなっている｡ ｢1.2 人間活動の
主体｣｢1.3 人間活動一精神および行為｣に属するものの割合は,いずれ も低学年か




( )は,各学年の ｢1 体の類｣に関係する語全体に占める割合
中項目学年 1.1 1.2 1.3 1.4 1.5 計 3.1-3.5
小学校 低学年 114 35 90 60 61 360 9
( 32)( 10)( 25)( 17)( 17)( 100)
高学年 423 163 363 159 211 1320 29
( 32)( 12)( 28)( 12)( 16)( 100)
全 体 456 177 406 188 237 1464 31
( 31)( 12)( 28)( 13)( 16)( 100)
中 学 校 888 348 820 241 346 2643 105
(2)各小分類項 目ごとの見出し語の数
理解を容易にする為に,以下では小分類項 目をカー ドボックスに,見出 し語をカー
ドに喰えて述べることにする｡ 低学年から高学年にかけて資料 9にみるように,カー
ドボックスの数は2倍に (205項 目から388項 目に),3枚以上のカー ドの入ったボッ
クスの数は6倍に (35項 目から198項 目に)増加 している｡






資料10は,各中分類項 目ごとの,小分類項 目の数 (カー ドボックスの数)と3語以
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(資料 9) 各小分類項目に属する語の数の大小の別に関する学年間
の推移 ( )は,低学年の値を1とした時の高学年の値
小項中の許赦中項目 学年 1 2 3 - 計3-6 7一9 10- 小 計
1.1 低学年 32 19 13 13( 1) 64(1)高 25 20 48 13 6 67く 5 112 1.8
全 体 25 24 46 17 6 69 118
1.2 低学年 19 6 1 1(1) 26(1)高 7 9 18 2 2 22く22 48 1.8
全 体 17 12 17 3 2 22 51
1.3 低学年 34 ll 7 1 8く 1) 53(1)高 45 29 50 7 5 ( 7 132く25
全 体 39 33 53 8 3 64 136
1.4 低学年 17 13 4 4く 1) 34(1)高 8 6 19 5 2 ( 6 48 1.4
全 体 16 ll 19 2 5 30 53
1.5 低学年 14 5 9 9く 1) 28(1)高 3 8 15 7 5 27 3 4 1.7
全 体 10 9 16 8 6 30 49














中項目 小 項 目 請敬 語 例 項目 小 項 目 請数 語 例
1 1,192長短,広狭 15 (B)間隔,距牡 ,体 積 ,直径,面積,容痛くD大小 14 1,465乗物 (陸上) 13 (A)自動車,電車,馬車B鉄道 (D) 体E消防
1,1980一般,全体,一部 1 (A)全体,全部B一般 部分,大部分D 部 国 半分 1,470地類 (土地利用) 13 (A)花壇 (B)耕地,校庭,水田,牧場 (C)団地D住宅地
1,1720範囲,席,跡 12 くA)座席 (B)区域,範囲 (C)遺跡,地域,地帯 ,分野 1,471道路,棉 12 (A)水道,線路B国 水 ,道路D県 (E)遊歩道
1,75両,刺,表裏 ll くA)一面,地面,面B水 (C)斜面(D海 表 1,463機械 ll (A)機械 (C)装置D水車 E信号機,精密機械
1,623時代 10 (B)現代,時代,年代C世紀 世くD古 近 1,450道具 10 (A)道具 (B)器具,用具,宝物 (D)文化財E電気器具
1,170空間,場所 10 (B)各地,地点C現 (D) 目的地E消費地,生息地 15 1,524地形,山野 21 (A)也,土地,平野,陸B火山,大地,大 ,地形 (C)山岳
12 1,2410専門的技術的職業 21 (A)医者,学者,学生,生徒 (B)僧,教師D科学者 1,511鉱物 15 (A)石炭,宝石 (B)化石,岩 ,石油,水晶くC岩塩(D)土砂
1,202人間 16 (A)人間E関係者,技術者,現代人,利用 1,570からだ 13 (A)体格 (B)器管,死体,肉 (D) 人体,全身E遺骸
13 1,3310人生,禍福 18 (A)遠くB)運命,災害, 1,574 12 (A)心臓,冒(B)筋肉,
人生,豊作 (C)飢きん(D)公害 内臓 ,腹,筋,神経 血管,神経,腸,内臓,脂















譜ミ1 2 3-6 7-
1 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅴ
3 Ⅳ4










通使用度学年 Ⅰ Ⅲ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 計
低 学 年 250 60 16 28 9 369
( 68)( 18)( 4)( 8)( 2)(100)
高 学 年 862 209 62 133 83 1349
( 64)( 15)( 5)( 10)( 6)(100)
全 体 925 238 64 160 108 1495




























､通使用度学習段階 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ V 計
A 100 49 18 48 50 265
( 38)( 18)( 7)( 18)( 19)( 100)
B 287 97 32 75 44 535
( 54)( 18)( 6)( 14)( 8)( 100)
C 37 2 8 4 51(73)( 4)( 16)( 8)( 100)
D / 10 22 7 39(26)( 56)( 18)( 100)
E 2 7 3 12
( 17)( 58)( 25)( 100)
計 387 183 64 160 108 902
( 43)( 20)( 7)( 18)( 12)( 100)
(資料15) 低学年語嚢の内訳
( )は全体を100とした時の各項の割合
､通使用度学習投階 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 計
A 24 49 18 48 50 189( 94)
B 4 8 12( 6)
C 24 49 18 52 58 201
( 12)( 24)( 9)( 26)( 29)( 100)
(資料16) 高学年語嚢の内訳
( )は全体を100とした時の各項の割合
､通使用度学習段階 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ 計
A 76 76( ll)
B 287 97 32 71 36 523( 75)
C 37 2 8 4 51( 7)
D / 10 22 7 39( 6)
E 2 7 3 12( )
計 363 134 46 108 50 701
9
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学 語習 委 配学当年 共 度 学i由 習↑史 段用 階 教 材 中 教 材 外










ⅡB 温帯 空港 水蒸気,輸出 農作物,範囲
ⅠBVC 休暇,原産地,商店,南洋,よほう, 区域,四季VD最近
●雨量
地いき,野生
ⅢC 湿度
ⅢD 近年
秦 ⅠC ･比較
外 ⅢD ･労働
ll
ふまえ,学習すべき語が選ばれ,授業計画表に従い割 り振られる｡指導は,語相互を
なるべ く関連づけて行う｡また授業終了後,結果を整理記録しておくことを忘れては
ならない｡
